
戦
後
図
書
館
の
歩
み

見
て
、
私
ほ
ど
我
儘
勝
手
放
題
の
事
を
よ
く
も
ャ
リ
通
さ
せ
て
く

そ
の
先
生
の
最
初
の
お
言
葉
は
、
君
は
今
更
図
書
館
の
こ
と
に

純
真
そ
の
も
の
の
後
輩
ば
か
り
だ
っ
た
。
半
世
紀
を
振
り
返
っ
て

見
番
と
し
て
、
本
職
の
平
家
の
他
に
、
行
政
的
手
腕
は
実
に
見
事

当
に
恵
ま
れ
た
。
先
見
と
理
解
あ
る
心
よ
り
尊
敬
の
出
来
る
指
導

角

田

俊

雄

後
記

の
間
、
非
常
時
よ
り
応
召
軍
隊
生
活
大
空
襲
、
学
院
は
壊
滅
：
・
廃

昭
和
五
年
一
月
第
一
学
院
に
奉
職
当
時
の
思
い
出
も
束

思
い
出
す
ま
ま
に

十
五
年
七
月
十
六
日
誕
生
日
と
は
？

実
現
出
来
な
い
そ
の
真
意
が
未
だ
に
私
に
は
判
ら
な
い
：
．
．
．
．
o

重
ね
て
一
言
。
法
制
化
の
実
現
こ
そ
全
図
書
館
人
の
念
願
で
あ

り
、
こ
れ
以
外
に
解
決
の
道
は
な
い
と
思
う
：
・・:
0

追
記
安
部
球
場
に
新
図
書
館
建
設
決
定
の
朗
報
に
接
し
実
に

感
無
量
。
在
職
時
大
学
図
業
館
行
政
改
善
委
員
会
委
員
長
に
戸
川

理
事
、
全
学
二
十
二
名
の
委
員
（
私
は
幹
事
役
）
で
一
年
間
余
審
議

の
結
果
成
案
の
答
申
書
…
（
戸
塚
球
場
に
理
想
の
新
図
書
館
建
設
）

の
実
現
こ
そ
日
夜
祈
念
心
中
お
察
し
願
い
ま
す
。

こ
れ
又
：
．
奇
縁
？
：
・

（
さ
く
ま

そ

更
に
一
言
、
安
部
球
場
は
明
治
三
十
五
年
に
で
き
、
私
も
同
三

校
：
第
二
理
工
：
・
資
材
課
、
庶
務
課
、
図
書
館
、
経
理
部
を
最
後

に
：
・
・
・
・
総
て
の
箇
所
の
上
司
先
輩
同
僚
後
輩
そ
し
て
友
人
に
も
本

者
の
先
輩
、
腹
の
底
よ
り
赦
し
合
え
る
協
力
者
の
同
僚
、
そ
し
て

者
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
更
に
先
翡
が
一
っ
―
っ

築
か
れ
た
百
年
の
尊
い
歴
史
の
重
み
を
我
々
は
汚
す
こ
と
な
く
母

校
愛
の
三
文
字
を
背
負
う
て
、
常
に
自
信
と
誇
り
と
を
も
っ
て
明

あ
り
ま
せ
ん
か
…
…
静
か
？
…
に
学
園
を
去
っ
た
老
兵
の
手
記
。

図
書
館
長
佐
々
木
八
郎
先
生
と
云
え
ば
、
当
時
、
大
学
の
ご
意

な
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
さ
ぶ
ろ
う
）

日
の
希
望
に
燃
え
、
悔
の
な
い
生
涯
を
楽
し
く
生
き
抜
こ
う
で
は

れ
も
す
べ
て
は
過
去
。
水
に
流
し
て
頂
き

た
い
。
天
下
の
果
報

斗
で
あ
る
。
只
々
申
訳
な
い
こ
の
一
事
で
胸
が
一
杯
、
そ
れ
も
こ

れ
た
も
の
だ
と
今
更
の
様
に
感
無
量
で
な
ら
な
い
。
正
に
冷
汗
百
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次
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
を
二
点
書
か
せ
て
頂
く
。

、
っ
こ
o

カ

ナ

を
し
た
が
、
流
石
に
図
書
館
に
だ
け
は
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
な

館
の
書
庫
の
扉
を
固
く
鎖
し
て
暴
徒
を

一
歩
も
近
づ
け
な
い
用
心

も
あ
り
、
本
部
や
学
部
の
建
物
が
全
部
封
鎖
さ
れ
た
と
き
、
図
書

先
生
の
下
で
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
三
年
間
の
中
で
は
大
学
紛
争

大
変
す
ば
ら
し
い
企
画
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
も

内

山

義

賓

戦
後
図
書
館
の
私
の
記
憶

ち
ま
ち
会
議
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
す
る
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
。

（
つ
の
だ
と
し
お
）

に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
議
論
百
出
な
か
な
か
議
事
が
ま
と
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
で
一
応
は
大
学
本
部
と
同
様
の
目
で
見
ら
れ

せ
て
貰
っ
た
。
大
会
の
全
体
会
議
の
席
上
で
の
館
長
の
態
度
も
実

ま
ら
な
く
な
る
と
、
館
長
が
ニ
―
―
口
決
定
的
な
意
見
を
出
さ
れ
、

た

＜
図
書
館
と
い
う
と
他
と
異
な
り
閉
鎖
的
な
職
場
の
よ
う
に
思
わ

の
図
書
館
大
会
に
は
館
長
の
鞄
持
ち
と
し
て
日
本
各
地
を
お
伴
さ

い
間
学
部
の
仕
事
ば
か
り
し
て
来
て
図
書
館
の
司
書
的
ア
カ
デ
ミ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

膨
大
な
資
料
を
、
雄
松
堂
書
店
の
絶
大
な
ご
協
力
に
よ
り
マ
イ
ク

ロ
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
全
国
の
研
究
家
は
こ
れ
に
よ
り
大
い
に

利
用
し
易
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

任
を
昇
格
し
て
事
務
長
の
下
に
三
課
長
を
置
き
、
事
務
の
流
れ
も

漸
く
能
率
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
と
か

る
よ
う
に
な
り
人
事
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

算
の
要
求
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
年
中
行
事

先
生
の
命
令
通
り
私
は
専
ら
大
学
本
部
と
の
人
事
の
交
渉
や
予
任
が
い
て
百
数
十
名
の
人
員
を
掌
握
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
主

第
二
点
は
課
長
制
の
導
入
で
あ
る
。
今
ま
で
事
務
長
の
下
に
主

ッ
ク
な
こ
と
に
は
全
く
駄
目
な
男
と
い
う
こ
と
を
見
抜
い
て
い
ら

イ
プ
役
を
つ
と
め
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
が
長

つ
い
て
勉
強
せ
ん
で
も
よ
ろ
し
い
、
大
学
本
部
と
図
書
館
と
の

。ハ

そ
の
第
一
点
は
皆
様
ご
存
知
の
大
学
の
宝
で
あ
る
大
隈
文
書
の
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